
会 議 録 

 

１ 会議名 

令和 4年度 第 5回中郷区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

(１) 報 告（公開） 

・（仮称）地域独自の予算の概要（案）について 

(２) 協議（公開） 

 ・新市建設計画の変更について 

 ・自主的審議事項その 1（資料非公開） 

  特定防衛施設周辺整備調整交付金の活用について 

 ・自主的審議事項その 2 

  中郷区型コミュニティバスのあるべき姿 

（３）その他（公開） 

３ 開催日時 

令和 4年 8月 25日（木）午後 6時 30分から午後 8時 30分まで 

４ 開催場所 

  中郷区総合事務所 第 4会議室 

５ 傍聴人の数 

2人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 



・委   員：竹内靖彦（会長）、髙橋京子（副会長）、荒川清尊、漆間和

美、岡田龍一、髙橋達也、竹内昭彦、宮川昇藏、村越勝彦、

陸川昇一、陸川陽一（欠席 1人）  

・事 務 局：中郷区総合事務所 髙波所長、内藤次長(総務・地域振興グ

ループ長兼務)、桐山地域振興班長、津島地域振興班主事、

不破税・市民生活班長、高橋福祉班長、野坂教育・文化班長 

         

８ 発言の内容（要旨） 

【桐山班長】 

 ・会議の開催を宣言。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半

数以上の出席を確認、会議の成立を報告。 

【竹内（靖）会長】 

・会議録確認を漆間和美委員と陸川陽一委員に依頼。 

・報告事項（1）（仮称）地域独自の予算の概要（案）の説明及び地域協議会会

長会議の報告を求める。 

【桐山班長】 

資料「（仮称）地域独自の予算の概要（案）」を説明。 

【髙橋（京）副会長】 

 8 月 22 日月曜日午後 2 時から上越物産センターで開催された地域協議会会長

会議の報告。 

【竹内（靖）会長】 

 ・中郷区地域協議会として各団体との情報交換やヒアリングをこれまでもや

ってきた。スケジュール的にタイトであることは承知しているが、これまで

やってきたことの継続であるため前向きに進めていく。 

 ・総合事務所の負担も懸念される。周囲への周知を地域協議会委員の役割とし

て認識してほしい。分科会の各分野の関係団体に声掛けしてほしい。 

 ・次の世代につなげる改革であると考えている。まずは取り組み、軌道に乗せ



ることを共通認識として持ってほしい。 

【桐山班長】 

今年度で地域活動支援事業が終了し、来年度は地域独自の予算での対応とな

る。令和元年度以降に地域活動支援事業を活用した団体に案内文書を送付、

防災行政無線で区民向けに周知し、説明会を開催予定。 

【竹内（靖）会長】 

 ・地域協議会として各団体の活動動向を精査していくべきだと思う。白黒つけ

るのではなく、持続可能な地域づくりを目指すうえで必要な部分を指摘して

いく。 

・お金の取り合いではなく、率直に地域の宝を見つける方向でスタートしてい

きたい。 

【髙橋（達）委員】 

・支援事業を活用してきた団体の対応について気になっていた。 

・各区の金額の差は、地域がより活発になるように提案した結果であること

を、市はきちんと捉えてほしいと考えていたため、会長会議の報告を聞き、

良いと思った。 

・地域協議会としての提案も、総合事務所と一体となり、まとめあげていかな

ければならない。 

【竹内（靖）会長】 

・若い人達が自分の地域のことを思う思いも強い。独自予算ではアンケート

結果を含め地域協議会がその思いを吸収し、窓口となり相談に乗ってほしい。 

・現在総合事務所も地域活動に活力を持って参加してもらっている。5 年 10

年先に地元出身の職員がどれくらいいるかわからない中で、地域の声をあげ

ることは重要であるため、協議会も一緒にやっていきたい。 

【宮川委員】 

対象としない取組にインフラ整備があるが、細かいところへの対応は住民の

声が重要であるため、対象外となるのは疑問である。地域振興の事業を行う

ために土地を利用することになると思うが、それも対象外となることに理解

が困難である。どういった意味があるのか後ほど教えてほしい。 



【桐山班長】 

概要は案の段階である。地域協議会の意見として伝える。 

【竹内（靖）会長】 

・戸惑いもあると思うが今までどおり進めていく。委員からも声を出してほし

い。 

・協議事項（１）新市建設計画の変更について説明を求める。 

【内藤次長】 

資料「新市建設計画の変更について（諮問）」を説明。 

【岡田委員】 

 令和 11年度以降の特例債はあるのか。 

【髙波所長】 

 今後の情勢によって可能性はある。 

【岡田委員】 

 特例債がなくなることはないのか。 

【髙波所長】 

 終期はどこかで迎えるが、いつになるかは不明である。 

【竹内（靖）会長】 

 ・支障なしとする。 

 ・協議事項（２）特定防衛施設周辺整備調整交付金の活用について説明を求め

る。 

【内藤次長】 

 資料「消融雪施設の整備促進にかかる特定防衛施設周辺整備調整交付金の活

用に関する意見書（案）」を説明。 

【竹内（靖）会長】 

 ・次回の協議会でまとめるため、指摘があれば事務局へ連絡してほしい。 



 ・アンケート結果の反映が意見書のポイントである。今ある消雪パイプなどの

設備を有効的に活用すべく、特定防衛施設周辺整備調整交付金を中郷区の

ために計画的に活用してほしいというもの。市長との意見交換会や町内会

長からの意見のなかには、緊急性の高いものもある。子どもの登下校の安全

対策の面でも、消雪パイプを有効活用することで防げる部分もある。古いも

のからではなく、調査して、優先順位をつけてやってほしいという見解を含

めた。 

【陸川（昇）委員】 

 消雪パイプを直すだけでなく、傾斜など道路条件を考えながら新たな消雪パ

イプを設置する必要がある。その点を考えるべきである。県道も道路中央の

みにしか水がいかなくなっている部分もあるため、県にも強くお願いしてほ

しい。 

【髙橋（達）委員】 

昨年度の後半から協議会でも特定防衛施設周辺整備調整交付金の使い方につ

いて何度か話し合っている。事前に協議会で協議しており、アンケートの結果

が後押しとなったという内容も含めてほしい。 

【竹内（靖）会長】 

・機械除雪の比重を下げるのではなく、これまでの機械除雪の運用があり、そ

れに足して消雪パイプを活用してほしいという意図になるよう注意してほ

しい。 

・修正後は事前に地域協議会正副会長で点検し、次回協議会の事前資料として

配布する。 

 ・協議事項（３）中郷区型コミュニティバスのあるべき姿について説明を求め

る。 

【桐山班長】 

資料「中郷区コミュニティバスの運行に向けて」を説明。 

【竹内（靖）会長】 

・アンケート結果をもとにし、高齢者の買い物支援をベースに、バス利用の良

さや利便性を理解してもらうという事務局案。現在の乗り合いタクシーの経

営を左右するものではない。 



・9月の予算要求に向けて、事務局との相談やニーズ調査をしながら地域協議

会の名前で地域独自の予算に提案したい。 

・次回協議会で各分科会の視点でツアー案を提案してもらいたい。 

【村越委員】 

これから案が出てくると思うが、例えばラーメン屋巡りとなった場合、予約し

て乗ってもらい、店で降ろし、時間を決めて店に迎えに行くようなイメージ

か。 

【桐山班長】 

案の段階のためやっていただけるかはわからないが、ツアー用に用意した小盛

のラーメンを食べまわるツアーをイメージしている。 

【村越委員】 

 中郷区でイベントをやる時にまわるツアーも可能か。 

【桐山班長】 

 可能ではあるが、目的地が 1 か所であれば現行の乗り合いタクシーを利用し

てほしい。楽しそうなメニューを作り、乗り合いタクシーに慣れてもらうこ

とを目的としたツアーである。 

【村越委員】 

 これから自身も勉強し、協力できるようにしていきたい。 

【竹内（靖）会長】 

 ・さとまる学校事務局で高齢者のニーズ調査を少し行っている。一人暮らし世

帯の高齢者に対しての支援策は講じられているが、若い世代と同居している

高齢者に対しての支援策はない。そういった方が必ず若い世代と一緒に買い

物に出ているかと言うとそうではない。高齢者も運転して買い物に行く人も

多いが、生きがい、やりがいを感じる地域の取組としてやっていきたい。 

 ・事務局案は１つの例として委員の意見を出してほしい。 

 ・受託団体についても、話をしながら進めていく。 

【岡田委員】 

 今回想定しているのは中郷区内のみだが、1回 4時間の内容で、想定回数であ



る年 20回、30回を実施できるのか。 

【桐山班長】 

・同じ内容でも季節を変えて実施できるものもある。 

・10 人乗りの乗り合いタクシーを使用するため、運転手、ガイド、引率を除

いて 1回の対象人数が 7人程度である。同じ内容を実施しても別の市民が集

まることも想定できる。 

【岡田委員】 

年 20 回分違う内容を企画することが懸念事項だと感じていた。人が変わるの

であれば可能だと思う。 

【竹内（靖）会長】 

・高齢者のなかには、同じ町内会ごとに行きたい人もいる。町内会単位でのツ

アー実施とすると複数回の開催も可能である。 

・中郷区から外に出るときは乗り合いタクシーを利用する仕組みとし、中郷の

良さを再認識するものとしたいと思っている。実際の利用者の声を聞きなが

ら進めていきたい。 

【桐山班長】 

・ツアー実施委託団体の消耗品費や人件費、タクシー会社への運行委託料、車

両借り上げ料が大きな予算項目になると考える。タクシー会社へは 4～5 時

間の車両借り上げ時間を想定した。このような経費を積み上げて予算要求に

つなげる。 

 ・次回までに企画案シートをもとにツアー案を出してもらえると要求につな

げやすい。 

【髙橋（京）副会長】 

地域協議会が主体となって提案する上で、検証する部分がないのではないか。

何年かの区切りをつけた試行として行うので、地域協議会委員も一緒に動き検

証を行う必要があると思う。 

【陸川（陽）委員】 

 乗り合いタクシーを利用しない圧倒的な理由に、予約が面倒という部分があ

る。それに対しての解決策が見えていない。ツアーにより親しみやすい乗り



合いタクシーになっても、予約が面倒という部分が残ってしまう。最終目的

として予約が簡単にできるとならないと、乗り合いタクシーを使ってもらえ

ないという結果になるのではないか。 

【桐山班長】 

予約の面倒さに対しては、総合事務所でも悩み、解決できるかは困難である。

しかし、タクシー会社に電話をすることが面倒という側面もあると考える。

住民組織や保健師が相手であれば電話の負担感を減らすことが出来る可能性

はあるため、その点についても検証していきたい。 

【竹内（靖）会長】 

・実施主体が地域となるため、そのような工夫も出来ると思う。よく精査して

いきたい。 

・提案団体として地域協議会委員にもぜひ協力いただきたい。 

 ・公民館事業として開催された座談会について報告を求める。 

【野坂班長】 

8月 9日火曜日に中郷区在住の保護者 5名、竹内（靖）会長、髙橋（達）委員、

さとまる学校事務局、事務所職員 3名で開催された座談会について報告。 

【髙橋（達）委員】 

 ・子育て世代の世代間交流を活発にし、様々な意見をプラスの方向にもってい

き、次の担い手になってほしいという思いがある。意見を口に出す機会を活

発にやってもらえると、地域協議会の情報源となり、子育て世代自身も積極

的に関わってくれるようになると思う。今後の事業として次世代の人材育成

に取り組めるとよいと感じた。 

 ・各分科会でそれぞれの企画を出すスケジュールが読めない。次回の協議会で

協議するときには他の分科会と絡む部分もあるため、全体でやって共有し検

討する必要がある。 

【竹内（靖）会長】 

 ・少人数でやるほうが率直な意見が出ると感じた。公民館事業に関連して、今

後も機会を増やしていきたい。令和 6年度に向けての動きとなる。 

 ・今後も分科会は継続し、各分野の団体のサポートもしてほしい。令和 6年度



の地域独自の予算要求に向けた部分も考えながら進めていただき、最終的に

1つにまとめあげる形としたい。 

 ・協議事項（１）の意見書は次回協議会で最後確認し、提出とする。 

・協議事項（２）のコミュニティバスのあり方については、各分科会のツアー

案を次回協議会で確認し、総合事務所が必要な資料をまとめて予算要求して

いく。予算の算出について意見を聞かせてほしい。 

・分科会は、地域の課題を見つけ、解決するという形は継続する。リーダーを

中心に進めてほしい。開催日程は会長、事務局へ周知すること。 

・その他、何かあるか。 

【不破班長】 

マイナンバーカード申請について案内。 

【津島主事】 

令和 3年度地域活動支援事業事例集について説明。 

【漆間委員】 

 9月 4日実施の新潟県ゲートキーパー協会の講演会について案内。 

【竹内（靖）会長】 

 地域協議会として今後もこのような活動の支援をしていく。 

【宮川委員】 

 泉縄文公園の案内看板の件はどうなったか。 

【内藤次長】 

 19 日に設置済み。基礎部分は業者と話をし、大きさは計算上問題がないとな

った。しかし、雪で押されることが懸念されるため、基礎部分の 20～30㎝を

中に埋め込むこととなった。 

【宮川委員】 

・1ｍ50㎝ほど埋めないと風圧で倒れると思われる。 

・9 月 17 日土曜日に鉄道まつり・スイッチバック市が開催される。ぜひ参加

してほしい。 



【髙波所長】 

 看板については、総合事務所も随時巡回し、異常が見つかる前に対処する。 

【竹内（靖）会長】 

今後の看板の観察は注意深くやってほしい。 

【陸川（昇）委員】 

 江端ガード付近の草刈りがされていない。早めに対応してほしい。 

【桐山班長】 

 県道となるため、県職員が状況を見て、まだやらないという判断になった。 

【髙波所長】 

 子どもに被害があっては遅いため、総合事務所で対応できる部分は対応す

る。 

【竹内（靖）会長】 

・以上で、本日の会議を終了する。 

・次回の地域協議会は、9月 20日 18時 30分からとする。 

・それまでの間に地域独自の予算に関して意見があれば、会長や事務局に連

絡してほしい。 

９ 問合わせ先 

  中郷区総合事務所 総務・地域振興グループ 

                      TEL：0255-74-2411（内線 165） 

                        E-mail：nakago-soumu.g@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

  別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


